
研修
番号 日時 テーマ 単位 会場 定員

1
４月　４日

（木）
14:00～16:00

障害のある人への合理的配慮について
（生涯研修）
専門２単位

浜田市立
中央図書館
【浜田市】

30名

2
４月１１日

（木）
14:00～16:00

メンタルヘルス対策と産業医の役割
（生涯研修）
専門２単位

テクノアーク
しまね

【松江市】
30名

3
４月２０日

（土）
14:00～16:00

ポストコロナでの業務
（生涯研修）
専門２単位

出雲市民会館
【出雲市】

30名

4
５月１１日

（土）
14:00～16:00

ポストコロナでの業務
（生涯研修）
専門２単位

いわみーる
【浜田市】

30名

5
５月１６日

（木）
14:00～16:00

メンタルヘルス対策と産業医の役割
（生涯研修）
専門２単位

出雲市民会館
【出雲市】

30名

6
５月３０日

（木）
14:00～16:00

ILO国際じん肺写真分類2022版からみ
た石綿関連肺疾患

（生涯研修）
実地２単位

出雲市民会館
【出雲市】

20名

※ 現在、認定申請中です。

　FAXでお申し込みの場合は、下欄にご記入のうえ当センターまで送付願います。(ウェブサイトや右のQRコードからもお申し込みいただけます。)

　お申込み後にキャンセルされる場合には、早めにご連絡を頂きますようお願いします。（研修会当日の急なキャンセルについては除きます。）

住所

ＴＥＬ

ＦＡＸ

※ 島根産業保健総合支援センターの電話番号及びＦＡＸ番号　　ＴＥＬ：０８５２－５９－５８０１　　ＦＡＸ：０８５２－５９－５８８１

※ 最新の研修案内をメールマガジンで配信しています。メールマガジンの登録は、当センターのウェブサイトからお申し込みください。

※ 本用紙に記載された個人情報は、産業保健活動総合支援事業の目的以外には使用いたしません。

病院・医院
又は

勤務先

（　　　　　　　　）　　　　　－　　　　　　　　　　（自宅　・　勤務先）

（　　　　　　　　）　　　　　－　　　　　　　　　　（自宅　・　勤務先）

※ 研修当日、産業医の先生は産業医学研修手帳（Ⅱ）を受付でご提示下さい。

※ 研修会場では他のイベントと重なり駐車場が利用できないことがありますので、ご了承下さい。

研修会申込書(産業医用）

希望研修番号 　

【医師（産業医） 用】

２０２４年度 産業医学研修のご案内（2024年4月～2024年5月）
　島根産業保健総合支援センターでは、認定産業医等の皆様を対象として専門的かつ実践的能力の向上を図ることを目的に産業医学研修
会を開催しています。
　新型コロナウイルス感染状況及び申込者が少ない場合など、研修会を中止する場合がありますのでご了承願います。

・中村　嗣　産業保健相談員（島根県立中央病院　感染症科　部長）

　COVID-19によって、業務形態が変わった点・変わらない面があります。また、罹患後症状
などで配慮が必要となる方々もおられます。
　それらの現状を踏まえ、今後の対策をどうするか、新たに来るであろうウイルス等に対する
心構えなどを主に国内での業務に対して解説する。また、海外への旅行・赴任も活発になっ
てくると思いますが、感染対策は国内とは事情も異なってきており、海外へ渡航する際の疾
患とワクチンについても解説する。

氏名
〒

※ 当センターでは日本医師会認定産業医制度における生涯研修のみ実施しており、基礎研修は行っておりません。

・塩飽　邦憲　産業保健相談員（塩飽労働衛生コンサルタント事務所所長）

　産業医は、ストレスチェックの面接指導、健康相談などでメンタルヘルス不全の労働者に接
することが多いが、最も頻度の高いのは復職支援である。メンタルヘルス不全が原因で休業
や退職する労働者が多く、事業所からは産業医にメンタルヘルス対策への関与を期待され
ている。一方、勤怠不良や問題行動などで業務遂行能力が不十分な労働者に対して、外見
だけではメンタル不調があるか否か分からないため、事業所担当者が対応に苦慮する場合
も多い。精神科医を専門としない産業医が、職場でのメンタルヘルス対策でどのような役割
が果たせるか、主治医をはじめ事業所内外の機関との連携をどのように確立して対策を進
めるかを事例を中心に紹介する。

講師・研修内容

・名越　究　産業保健相談員（島根大学　医学部医学科環境保健医学講座　教授）

　令和６年４月１日から障害のある人への合理的配慮の提供が義務化され、事業者は雇用
している人に対して合理的配慮が求められます。「合理的配慮」の内容は、障害特性やそれ
ぞれの場面・状況に応じて異なります。本研修では、産業医として知っておくべき「合理的配
慮」について解説します。

・中村　嗣　産業保健相談員（島根県立中央病院　感染症科　部長）

　COVID-19によって、業務形態が変わった点・変わらない面があります。また、罹患後症状
などで配慮が必要となる方々もおられます。
　それらの現状を踏まえ、今後の対策をどうするか、新たに来るであろうウイルス等に対する
心構えなどを主に国内での業務に対して解説する。また、海外への旅行・赴任も活発になっ
てくると思いますが、感染対策は国内とは事情も異なってきており、海外へ渡航する際の疾
患とワクチンについても解説する。

・塩飽　邦憲　産業保健相談員（塩飽労働衛生コンサルタント事務所所長）

　産業医は、ストレスチェックの面接指導、健康相談などでメンタルヘルス不全の労働者に接
することが多いが、最も頻度の高いのは復職支援である。メンタルヘルス不全が原因で休業
や退職する労働者が多く、事業所からは産業医にメンタルヘルス対策への関与を期待され
ている。一方、勤怠不良や問題行動などで業務遂行能力が不十分な労働者に対して、外見
だけではメンタル不調があるか否か分からないため、事業所担当者が対応に苦慮する場合
も多い。精神科医を専門としない産業医が、職場でのメンタルヘルス対策でどのような役割
が果たせるか、主治医をはじめ事業所内外の機関との連携をどのように確立して対策を進
めるかを事例を中心に紹介する。

・日下　幸則　産業保健相談員（JA島根厚生連　健康管理センター診療所長）

　ILO2022年版じん肺レントゲン写真国際分類が公刊されて、丸一年、経ちつつある。24枚の
標準（スタンダード）画像はデジタルデータで以て、ILOホームページから無料でダウンロード
でき、そのガイドブックも同様である。例えば石綿肺は、胸部レントゲンに線状・網状影の影と
して現れる。これをグローバルに、スタンダード画像にフィーチャーされたタイプ、共通の物差
し（密度、スケーリング）で記載される。ちなみにスケーリングは1972年からずっと不変で、五
十周年と言っても良い。と同時に臨床では、鑑別すべき瀰漫性肺疾患も多い。ILOスキーム
を入門的に実習すると共に、間質性肺疾患も高精細3Mモニター上で、スキームに則した鑑
別をトライする。

島根産保 検索


